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□問　塩竈市杉村惇美術館☎362-2555

塩竈市杉村惇美術館からのお知らせ塩塩塩塩塩塩塩塩塩塩塩塩塩塩塩塩塩塩塩竈竈竈竈竈竈竈竈竈竈竈竈竈竈竈竈竈市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村惇惇惇惇惇惇惇惇惇惇惇惇惇惇惇惇惇惇惇惇美美美美美美美美美美美美美美美美美美美術術術術術術術術術術術術術術術術術術館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららららららのののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ塩竈市杉村惇美術館からのお知らせ

東北建築賞を受賞しました！
　東北地方における優れた建築作品や研究活動な
どに対して贈られる、第36回東北建築賞の作品
賞を受賞しました。
　２階の天井部分の曲面や、大講堂の集成材によ
るアーチからなる独特の形態、塩竈石を全体に用
いられていることなど、もとの建物が魅力的であ
るため、既存の建物への深い敬意と理解に基づい
て修復･再生されたことが、さらに価値を高める
ことに成功した、と評価されました。
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働くパパ・ママを応援！ ファミリー・サポート事業
　今年度から市内保育所を利用する多子世帯、ひ
とり親世帯などの保育料が軽減されます。
●多子世帯に対する軽減措置
　年収約360万円未満の世帯について、第２子の
保育料が半額、第３子以降の保育料が無償になり
ます。

●ひとり親世帯などへの軽減措置
　年収約360万円未満の世帯への優遇措置が拡充
され、第１子の保育料が半額、第２子以降の保育
料が無償になります。

　「子育ての援助を受けた
い方（利用会員）」と「子育
ての援助を行いたい方（協
力会員）」が会員登録（登録
無料）をし、各家庭におい
ての育児の援助活動を行い
ます。いろいろなケースに
対応できますので、お気軽
に問い合わせください。
例えば…
・保育園や学童クラブのお迎え、習い事の送迎
・通院や買い物、美容院に行きたいときなど

■安全に子どもを預かることができる協力会員も募集
　しています。（市内在住で20歳以上の方）

□問　子育て支援課保育係☎353-7797
□問　しおがま子育て支援センター｢ここるん｣
　(ファミリー・サポート事務局)☎363-3631

子育て応援！しおがまっ子の健やかな成長を応援します！
～４月１日時点で保育所待機児童「ゼロ」が８年連続になりました～

援助に対する報酬（利用会員が直接協力会員に支払います）

 ～子育てをお手伝いします～

①平日（7時～19時）
②平日（①以外の時間）
③土･日、祝日、年末年始

600円
700円
700円

300円
350円
350円

最初の1時間 以降30分毎

会員
募集中!（※厚生労働省「保育所等利用待機児童の定義」による）

（現行） （改正）
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若手アーティスト支援プログラムVoyage
「日々是好日 －根づくもの 脈々と」
鈴木祥太･浅野友理子 二人展
　塩竈市出身の金属工芸作家・鈴木さんの｢鹽竈桜｣
などの植物や、画家・浅野さんが今回浦戸諸島を取
材した｢白菜｣を題材とする大作など約20点を展示し
ます。
と　き　５月３日（火･祝）～６月19日㈰※月曜休館
　　　　10:00～17:00（入館受付は16:30まで）
ところ　企画展示室１・２
観覧料　一般 500円、大学生・高校生 400円、
　　　　中学生以下無料（企画展＋常設展セット）

にち にち これ こう にち

＜関連企画＞
【ギャラリートーク】鈴木祥太さん･浅野友理子さん
と　き　５月３日（火･祝）14:00～
ところ　企画展示室１・２
【金工ワークショップ】「錫を叩いて豆皿をつくろう」
　錫の柔らかい特性を利用して、金槌で叩いて表面に模
様をつけ、小さなお皿（豆皿）をつくります。名前や日付
を刻印することもできます。（要申込）
と　き　５月４日（水･祝）11:00～、14:00～
ところ　大講堂　 参加費　3,000円 　定　員　各回８人
講　師　金工作家・鈴木祥太さん
【クロストーク】「絵をよむ －海を耕す人々－」
　謝黎（しゃ・れい）さん（東北芸術工科大学芸術学部歴史
遺産学科准教授・東北文化研究センター研究員）×浅野友
理子さん（画家）
　地域特有の生活文化や女性の手仕事について、作品を
もとに語り合います。
と　き　５月７日㈯14:00～　ところ 企画展示室

すず


